
（別紙３）

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 18名 （回答者数） 16名

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
＊支援プログラムの周知徹底し行う。令和7年度　デイセン
ターきらきら「放課後等デイ」事業計画が従業員が周知徹底

し取り組む。

2
＊支援プログラムの周知徹底し行う。令和7年度　デイセン
ターきらきら「放課後等デイ」事業計画が従業員が周知徹底

し取り組む。

3
＊支援プログラムの周知徹底し行う。令和6年度　デイセン
ターきらきら「放課後等デイ」事業計画が従業員が周知徹底

し取り組む。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
＊安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他
必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行
われているか検証する。

2
・それぞれのマニアルを職員・保護者で周知徹底すし発生を

想定した訓練を意図的、計画的に実施する。

3

○事業所名 デイセンターきらきら

○保護者評価実施期間 令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

＊安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必
要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われ
ようにする。

＊年間研修計画の充実を図る。

＊こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよ
う、安全計画に基づく取組内容について、家族・学校等と周知
徹底されていない。

＊保護者との個人面談を密に行うことや、保護者会等設立した
い

＊令和6年度　デイセンターきらきら「放課後等デイ」事業計
画が従業員が周知徹底し成功裡に達成感を持っている。

＊日々の活動記録・日誌を毎日記録している。・てんかん発作
の対応マニアルがあり、発作記録は次の受診など医者の参考に
なるようにしている。又、必要に応じては動画を録る事にして
いる

＊従業員が５名が強度行動障害　基礎研修・実践研修を修了者
である。
＊従業員4名が7年以上勤務している。

・月2回の全体ミーティング　業務前後にミーテングなど
PDCAサークルは職員の参加できる時間帯を工夫しいている。

・はじまりの会などで子どもたちの意見を聞きその目的で個別
又はグループで使用する取り決めができようになっている。

・支援に関する記録は、個別支援目標に添った観察記録になる
ようにして、モニタリングに繋げる。

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

